
WGWGWGWG 活動報告活動報告活動報告活動報告    

３．急性リンパ性白血病（３．急性リンパ性白血病（３．急性リンパ性白血病（３．急性リンパ性白血病（ALLALLALLALL））））    【小児】【小児】【小児】【小児】        

    

①①①① WGWGWGWG メンバーリストメンバーリストメンバーリストメンバーリスト    

氏名氏名氏名氏名    所属所属所属所属    診療科診療科診療科診療科    

責任者責任者責任者責任者    

加藤加藤加藤加藤    剛二剛二剛二剛二    

 

名古屋第一赤十字病院 

 

小児医療センター血液腫瘍科 

宇佐美 郁哉 神戸市立医療センター中央市民病院 小児科 

加藤 元博 埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科 

長谷川 大一郎 兵庫県立こども病院 血液腫瘍科 

河崎 裕英 関西医科大学枚方病院 小児科 

森本 克 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植科 

岡本 康裕 鹿児島大学病院 小児診療センター 小児科 

後藤 裕明 横浜市立大学附属病院 小児科 

石田 宏之 松下記念病院 小児科 

菊地 陽 帝京大学医学部附属病院 小児科 

高橋 義行 名古屋大学医学部附属病院 小児科 

堀越 泰雄 静岡県立こども病院 血液腫瘍科 

鈴木 信寛 札幌医科大学附属病院 小児科 

    

②②②② ２０１２０１２０１２０１1111 年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧    

「小児急性リンパ性白血病に対する骨髄破壊的移植と骨髄非破壊的移植の比較検討」  PI：加藤 剛二 

学会発表：学会発表：学会発表：学会発表：加藤剛二他 小児急性リンパ性白血病に対する同種造血幹細胞移植における骨髄破壊的移植と骨髄非

破壊的移植の比較検討 第 34 回日本造血細胞移植学会総会（2012 年 2 月 24 日-25 日） 大阪国際会議場 

「同種移植後再発小児 ALL における同種再移植後の予後に関する検討」   PI：加藤 元博    

学会発表：学会発表：学会発表：学会発表：加藤元博他 第 34 回日本造血細胞移植学会総会 （2012 年 2 月 24 日-25 日） 大阪国際会議場    

論文業績論文業績論文業績論文業績：：：：論文は作成して Bone Marrow Transplantation 誌に投稿中。    

「非寛解期小児 ALL における移植成績」  PI：岡本 康裕 

学会発表：学会発表：学会発表：学会発表：岡本康裕他 小児急性リンパ性白血病の非寛解期の造血細胞移植術の成績と予後因子の検討  

第 34 回日本造血細胞移植学会総会（2012 年 2 月 24 日-25 日） 大阪国際会議場    

「小児・思春期 ALL 第二寛解期に対するアロ造血幹細胞移植前処置の影響」  PI：石田 宏之 

学会発表：学会発表：学会発表：学会発表：石田宏之他 小児急性リンパ性白血病第二寛解期における前処置の影響．第 34 回日本造血細胞移植学

会総会（2012 年 2 月 24 日-25 日） 大阪国際会議場    

「初回寛解期小児高危険群急性リンパ性白血病に対する同種造血幹細胞移植の妥当性を検証する臨床決断分析」 

PI：長谷川 大一郎 

学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：解析中    

「小児ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ染色体陽性急性白血病に対する同種造血幹細胞移植の有効性の検討と最適な移植時期、前処

置、移植ソースの開発」  PI：河崎 裕英 

学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：解析中    



    

③③③③ 会議開催記録（会議開催記録（会議開催記録（会議開催記録（2011201120112011 年年年年 1111 月月月月----12121212 月）月）月）月）    

    

④④④④ WGWGWGWG の今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負など    

現時点での解析中の研究につきワーキンググループ全体で検討を加え、学会発表及び論文化を進める。また二次調

査が必要な研究についても一元管理委員会での承認の後に解析を開始する。 

    

日時日時日時日時    場所場所場所場所    会議内容会議内容会議内容会議内容    

2011/1/30 東京医科歯科大学 研究テーマおよび共同研究者の検討 

2011/7/2 

12：00-13：00 

名古屋第一赤十字病院会議室２ 各 PI の研究内容の検討 


